
 

 
 
 
 
 
 
 
皆さん、おはようございます。インドネシ

アのカマラと申します。インドネシアオスト

ミー協会から参りました。インドネシアオス

トミー協会（INOA）は独立の機関ではなく、

インドネシア対がん財団の傘下の組織として、

2000年3月23日に設立されました。こちら

にジョン・カルドサ前会長がいらっしゃいま

すが、映画スターのような方ですけれども、

非常に大きな支援をくださった方で、その支

援を受けて設立されました。IOAのメンバー

として 2004 年からすでに正会員になってい

ます。 

こちらがカルドサ前会長です。こちらがデ

ィータ博士です。私たちのコーディネーター

を務めてくださっている方です。インドネシ

ア癌協会でお仕事されている方で、我々のた

めにもお仕事をしてくださっています。 

 
IONAには現在157人の会員がいます。し

かしながらこの数字ですが、実は最新の正し

い数字ではありません。というのは、例えば

オストメイトが亡くなった時に、家族がそれ

を教えてくださらないという状況があるので、

最新の数字を掴むことができません。 

インドネシアオストミー協会にはジョク

ジャカルタとバンドンに２つの支部組織があ

ります。インドネシアには 32 の州があり、

その多くはジャカルタから非常に離れた所に

ありますが、活動拠点はジャカルタに置いて

います。 

 
2000年以降、フレンズ・オブ・オストメイ

ツ・ワールドワイド（FOW）というアメリ

カとカナダの団体からストーマ用品の寄付を

いただいています。そして寄贈されたストー

マ用品は、特に低所得層で装具を必要として

いる家族に贈られております。皆さんは地名

をご存知ないかもしれませんが、西ジャワ州、

中部ジャワ州とかスマトラ州、ムサンテンガ

ラ州、西ムサンテンガラ州などにも配布を行

うようにしています。そして 2006 年からオ

ーストラリア協会協議会（ASSA）からスト

ーマ用品の寄付をいただくようになりました。 

 
インドネシアのオストメイトのほとんど

は、医学的な配慮や治療を受けておりません。

ＥＴ看護師のケアはほとんどありません。こ

のような問題を解決し、オストメイトの生活

の質（QOL）を上げるために、私たちは短期

ストーマケア看護師研修会を開催しました。 
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この第1回の研修会の開催の際には、マレ

ーシアの2名のETナースのお手伝いをいた

だきました。こちらの2人がそのETナース

で、マレーシアからお越しいただいた方々で

す。ストーマナースと言われているのですが、

こちらが研修を受けているところです。 

 

こちらは集会の写真です。毎年オストメイ

ト集会を開いて、INOAにおける役割を確認

しています。こちらが1番若いウロストミー

の患者さんです。3 歳からオストメイト、そ

して現在は7歳となっています。 

Organize an Ostomate Gathering, 
once a year

 次の写真は、左側はインドネシア対がん協

会の会長を務めていらっしゃる方でインドネ

シア副大統領のご夫人です。私と副会長が写

真に写っております。 

 
ジャカルタではインドネシアがん財団の

中にストーマ外来を開設しています。現在ス

トーマケアの看護師の数が 80 人以上になり

ました。そしてその 80 人以上のストーマケ

ア看護師がインドネシア全土の病院で勤務し

ています。 

 

 
2007 年にはインドネシア ET 看護師協会

がET看護専門の学校を設立しました。 

2008年における活動ですが、まず定例会、

こちらは最低年に4回開催しています。この

定例会ではお互いの経験の共有、情報の交換

が主な目的となっています。それから毎週オ

ストメイトのために装具をお届けしています。

ストーマ袋、付属品をオストメイトのために

お届けするというしくみです。 

 インドネシアオストミー協会の活動でが、

ほとんどの会員はかなり生活水準が低く、所

得の低い層ということになります。そこで、

確かに他の国からいろいろな寄付をいただい

ているのですが、しかし、バンドンのほうで



 

 

は更なる支援をしようということで、手作り

の装具を送るようにしています。つまり、生

活水準の低い、所得の低い層に対しては無料

でストーマ付属品を提供しているということ

です。私たちの自費でということになります。 

 

Provide information, medical and 
moral support for Ostomate to 
increase their quality of life

 
インドネシアではいろいろな問題に直面

しています。多くの会員が参加できる会議が

組織できないということです。というのはほ

とんどの人が仕事を持っておりますし、低所

得者も多いということ、会場までの交通費が

負担できないという問題があります。あまり

にも都市から離れた所に住んでいるというこ

とで、このジャカルタ以外の住民にとっては、

ジャカルタに来るまでの交通手段が非常に辛

く、身体に響くという問題もあります。そし

てまた外出する勇気が無いという人もいます

し、他の人に会えない人もいる、更に外出す

る場合には付き添いを必要とする人もたくさ

んいます。 

私たちは将来なにをしたらいいのかとい

うことですが、我々はインドネシアのあらゆ

る州に支部組織を置きたいと思っています。

そしてオストメイトのトレーニングを進めて

いかなければいけないと思っています。新し

い患者やオストメイトに助言できるようにと

いうことで、オストメイト同士のトレーニン

グを行っていくということです。また、例え

ば同じ年頃であるとか女性同士、男性同士の

支援を進めていきたいと思っています。ご清

聴ありがとうございました。 

  
司会（高石） 

カマラさん、ありがとうございました。イ

ンドネシアの場合には私たちよりも大きな課

題があるということがよくわかりました。 

カマラさん、オストメイトの皆さんの福祉

を推進していくために、ますます尽力されま

すようお祈り申し上げます。全てのアジアの

友人が、カマラさんとインドネシアの友人の

ために尽くしていきたいと思っています。 
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